
町民の皆さまと議員との
意見交換会を開催します

日時：平成２7年3月26日（木）午後6時30分～8時30分
会場：東向陽台公民館２階研修室
※議員全員でお待ちしております。是非ご参加ください。
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2p　

4p　

9p～

20p～

25p　

… 旧富ケ丘北部会館　保育所に
　　補正予算質疑

… 町政を問う
　　一般質問

… よりよい町づくりのために
　　委員会報告

… 新年のごあいさつ

… 「追跡」あの質問どうなった?
　　放課後児童クラブ

みんなで
走って

楽しいね

東向陽台
保育所
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明明けましてけまして
おおめでとうございますめでとうございます　　

本本年年もよろしくお願い申しもよろしくお願い申し上上げますげます

富
谷
町
議
会
議
長浅　

野　

幹　

雄

　

平
成　

年
の
新
年
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
方
に
謹
ん
で
、

27

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
、
町
政
と
議
会
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
議
会
活
動
を
顧
み
ま
す
と
、
去
る
３
月　

日
に
は

27

成
田
公
民
館
に
お
い
て
、
大
勢
の
町
民
の
皆
様
方
の
ご
出
席

を
い
た
だ
き
、
初
め
て
の
議
会
報
告
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
で
は
、
富
谷
町
「
補
助
金
等
交
付
規
則
」
の

適
正
な
執
行
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
、
第
３
回
定
例

会
で
は
議
員
倫
理
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
致
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
議
会
議
員
が
係
わ
っ
て
い
た
た
め
、
慎

重
か
つ
厳
正
に
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
平
成

　

年
９
月
に
は
任
期
満
了
に
伴
う
、
議
会
議
員
の
選
挙
が
行

27わ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
議
員
定
数
」
に
つ
い
て
、
議
員
全
員
協

議
会
を
開
催
し
、
協
議
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

３
月
下
旬
に
は
町
民
の
皆
さ
ま
と
議
員
と
の
意
見
交
換
会
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
出
席
の
上
、
幅

広
い
視
点
か
ら
の
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
富
谷
町
の
限
り
な
い
発
展
と
、
町
民
の
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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定 例 会 

　

今
定
例
会
で
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部

条
例
の
制
定
、
国
の
一
般
職

の
職
員
の
給
与
改
定
に
準
じ

て
、
本
町
の
職
員
の
給
与
を

改
定
す
る
た
め
の
、
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
等
、
７
件
の
条
例
議
案

を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
一
般

２６

会
計
補
正
予
算
は
、
1
億
2

1
8
9
万
円
を
追
加
し
、
総

額
1
4
4
億
5
2
6
3
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
の
主
な
も
の
は
、　

１５

歳
ま
で
の
対
象
者
拡
大
に
伴

う
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

費
や
障
害
児
通
所
支
援
事
業

費
の
増
額
、
東
向
陽
台
公
民

館
の
冷
暖
房
設
備
設
置
な
ど

で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
本
年
４
月
に

開
校
す
る
明
石
台
小
学
校
の

一
般
備
品
購
入
の
契
約
案
件

も
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
活
発

な
質
疑
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
森
栄
議
員
に
対
す

る
議
員
辞
職
勧
告
決
議
案
の

可
決
後
、
議
長
よ
り
森
栄
議

員
に
対
し
、
決
議
採
択
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

 

明
石
台
小
学
校

ま
も
な
く
開
校

　第４回定例会は、議員18人が出席して、12月２日

から５日まで４日間の会期で開会されました。

　今定例会では、条例の制定、平成26年度各種会計

補正予算等20議案が提出され、原案どおり可決、同

意しました。また、森栄議員に対する議員辞職勧告

決議も可決しました。

　教育委員会委員の任命同意に関する人事案件一件

について、12月５日付で町長より議案の撤回請求が

あり、直前に取り下げとなりました。

　これに対し、取り下げの理由を求める動議が出さ

れ、町長にその説明を求めました。

　町長より、「昨日、本人から体調がすぐれないため

に、教育委員会委員の任はお受けできない旨の連絡

があり、撤回するに至った」と、取り下げ理由の説

明がありました。

　一般質問では、15人の議員から質問があり、活発

な議論が展開されました。

　▲  建設すすむ明石台小学校
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あ
け
の
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
改
修
部
分
は
。

 

　

第
一
期
工
事
と
し
て
、

和
室
の
床
抜
け
部
分
と
、
そ

れ
に
伴
う
玄
関
ポ
ー
チ
や
ト

イ
レ
の
改
修
な
ど
で
す
。

 

　

町
内
会
館
の
建
て
替
え

を
、
年
２
棟
に
す
る
考
え
は
。

 

　

財
政
上
、
年
２
棟
は
無

理
で
す
。

 

　

旧
富
ケ
丘
北
部
会
館
に

設
置
さ
れ
る
保
育
施
設
の
概

問 答 問 答 問 

要
と
人
数
は
。

 

　

運
営
は
、
社
会
福
祉
法

人
等
に
業
務
委
託
す
る
考
え

で
、
今
後
、
設
計
業
務
に
よ

り
詰
め
て
い
き
ま
す
。
人
数

は　

人
程
度
を
予
定
し
て
い

６０
ま
す
。

 

　

改
修
工
事
期
間
は
。

 

　

平
成　

年
６
月
か
ら
９

２７

月
の
予
定
で
す
。

 

　

2
階
に
設
置
さ
れ
る
が
、

避
難
設
備
は
。

 

　

法
令
等
に
よ
り
、
非
常

階
段
等
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

 

　

面
積
は
ど
の
く
ら
い
で

す
か
。
ま
た
、
一
人
あ
た
り

答 問 答 問 答 問 

の
面
積
は
。

 

　

お
よ
そ
1
5
0
�
で
、

１
人
あ
た
り
は　

�
で
す
。

2.5

 

　

子
ど
も
医
療
費
の　

歳
１５

ま
で
の
完
全
無
料
化
の
予
定

は
。

 

　

今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ

ん
。

 

　

子
ど
も
医
療
助
成
費
の

平
成　

年
度
末
ま
で
に
、
予

２６

想
さ
れ
る
金
額
は
。

 

　

２
億
３
９
０
０
万
円
ほ

ど
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

答 問 答 問 答 

 

　

平
成　

年
度
末
の
国
保

２６

会
計
の
基
金
残
高
予
定
額
は
。

 

　　

億
円
を
超
え
ま
す
。

１０

 

　

平
成　

年
か
ら　

年
に
、

２０

２５

還
付
加
算
金
に
未
払
い
が
あ

り
ま
す
が
、
な
ぜ
そ
の
よ
う

な
状
況
が
起
き
た
の
で
す
か
。

 

　

平
成　

年
度
以
降
に
、

２０

事
務
担
当
の
担
当
替
え
等
に

伴
い
、
誤
っ
た
理
解
で
事
務

処
理
を
し
た
た
め
で
す
。

 

　

対
象
者
は
何
件
で
す
か
。

問 答 問 答 問 

 

　

平
成　

年
か
ら　

年
で

２０

２５

件
数
は　

件
で
す
。
未
払
い

３９

の
金
額
は
、　

万
７
８
０
０

２１

円
に
な
り
ま
す
。

 

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

毎
年
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続

き
ま
す
か
。

 

　

高
齢
者
人
口
は
、
減
る

こ
と
は
な
い
た
め
、
伸
び
て

い
き
ま
す
。

答 問 答 

町

内

会

館

子

育

て

支

援

国
民
健
康
保
険

介

護

保

険

旧富ケ丘北部会館　保育所に

補 正 予 算

���主なつかいみち ���

�障害児通所支援事業
・障害児のデイサービスに通う人数の増加によるも

のです。

3926万円

�子ども医療費助成事業
・15歳までの医療費助成拡大による増額です。

2900万円

�公民館維持管理事業
・東向陽台公民館の冷暖房設備設置工事です。

2873万円

�町内会館整備事業
・あけの平コミュニティセンター改修工事によるも

のです。

1304万円

質 疑

定 例 会 

　▲  新（左）・旧（右・２階）富ケ丘北部会館
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
高
橋
征
晴
さ
ん
が
、

平
成　

年
１
月　

日
を
も
っ

２７

３１

て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

新
た
に
佐
々
木
喜
一
さ
ん

（
西
成
田
）
が
町
長
か
ら
提

案
さ
れ
、
議
会
が
同
意
し
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
３
人
の

委
員
で
構
成
さ
れ
、
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
評
価
額
の
不

服
が
あ
る
場
合
、
内
容
を
審

査
す
る
も
の
で
す
。
任
期
は

３
年
で
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及

び
新
感
染
症
は
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
免
疫
を
有
し
て
い
な

い
た
め
、
大
流
行
が
発
生
し
、

大
き
な
社
会
的
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

国
の
危
機
管
理
と
し
て
、

平
成　

年
に
、
新
型
イ
ン
フ

２４

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　

国
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
緊
急
事
態
宣
言
を
行
っ

た
と
き
、
市
長
村
長
は
市
町

村
行
動
計
画
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
市
町
村
対
策
本

部
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

富
谷
町
の
行
動
計
画
の
策

定
に
よ
り
、
町
内
に
お
け
る

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

も
の
で
す
。

新新新新新新新新
型型型型型型型型
イイイイイイイイ
ンンンンンンンン
フフフフフフフフ
ルルルルルルルル
エエエエエエエエ
ンンンンンンンン
ザザザザザザザザ
等等等等等等等等

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対対対対対対対対
策策策策策策策策
本本本本本本本本
部部部部部部部部
条条条条条条条条
例例例例例例例例
のののののののの
制制制制制制制制
定定定定定定定定

対
策
本
部
条
例
の
制
定

■対象となる感染症 

■市町村の責務と行動計画の位置付け 

富谷町の責務 

対象となる 
感　染　症 

新型インフルエンザ等 

（特措法第２条第１項） 

新型インフルエンザ等感染症 

（感染症法第６条第７項） 

政府行動計画 
（法第６条） 

富谷町行動計画 
（法第８条） 

宮城県行動計画 
（法第７条） 

新型インフルエンザ 
（感染症法第６条第７項第１号） 

再興型インフルエンザ 
（感染症法第６条第７項第２号） 

新感染症 
（感染症法第６条第９項） 

行動計画の 
位 置 付 け 

　国、県、その他の地方公共団体及び指定（地方）公共機関と相互に連携

協力し、国の示す基本的対処方針に基づき、自らその区域に係る新型イン

フルエンザ等対策を的確かつ迅速に実施し、町内において関係機関が実施

する新型インフルエンザ等対策を総合的に推進する。 

　

平
成　

年
人
事
院
勧
告
に

２６

基
づ
き
、
国
の
一
般
職
員
の

給
与
改
定
に
準
じ
て
、
本
町

の
一
般
職
員
の
給
与
を
改
定

す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
、
議
員
全
員
の

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

給
与
勧
告
で
は
、
民
間
と

の
較
差
０
・　

％
を
是
正
す

２７

る
た
め
に
、
若
年
層
に
重
点

を
置
き
な
が
ら
引
き
上
げ
る

も
の
で
す
。
ほ
か
に
通
勤
手

当
と
勤
勉
手
当
の
引
き
上
げ

や
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
緊
急
事
態
派
遣
手
当
が
新

た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
長
等
の
特
別
職

と
、
教
育
長
の
期
末
手
当
等

も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
給
与
等
の
改
正
に

よ
り
、
給
与
等
の
総
額
は

１
６
１
６
万
円
増
額
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
議
員
の
期
末

手
当
の
引
き
上
げ
は
あ
り
ま

せ
ん
。

一般職の期末・勤勉手当の改正内容

年間

2.60ヵ月期末手当改
正
前

1.35ヵ月勤勉手当

3.95ヵ月計

年間

2.60ヵ月期末手当改
正
後

1.50ヵ月勤勉手当

4.10ヵ月計

�

固定資産評価委員会委員に

 佐  々   木  喜  一 さん
さ さ き き いち

定 例 会 

一般職員の給与等
町長の手当等　引き上げに
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富富富富富富富富富富谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会のののののののののの富谷町議会の
イイイイイイイイイインンンンンンンンンンタタタタタタタタタターーーーーーーーーーネネネネネネネネネネッッッッッッッッッットトトトトトトトトト　インターネット

録録録録録録録録録録画画画画画画画画画画配配配配配配配配配配信信信信信信信信信信をををををををををを録画配信を
ししししししししししてててててててててていいいいいいいいいいまままままままままますすすすすすすすすすしています

富谷町議会録画中継URL

富谷町議会インターネット 検索

http://www.tomiya-town.
stream.jfit.co.jp/

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ををををををををををををををををををををををををを
傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍傍聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴聴しししししししししししししししししししししししししててててててててててててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみままままままままままままままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

次回の定例会は２月下旬
開会の予定です。
詳しくは議会事務局へお
問い合わせください。

TEL 358�0622

　

こ
の
条
例
の
一
部
改
正
は
、

富
谷
町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
使
用
時
間
を
、

年
間
を
通
し
て
同
一
時
間
に

改
め
る
も
の
で
す
。

　

従
前
は
４
月
か
ら　

月
の

１１

期
間
と
、　

月
か
ら
３
月
の

１２

期
間
に
分
け
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
一
律
９
時
か
ら　

時
２１

ま
で
使
用
で
き
る
よ
う
改
正

す
る
も
の
で
す
。

　

料
金
に
つ
い
て
は
、
従
前

ど
お
り
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

質
疑
の
あ
と
議
員
全
員
の

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
合
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
既
に　

時
２１

ま
で
利
用
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。

定 例 会 

テニスコート
利用しやすくなりました

　

本
年
４
月
に
開
校
す
る
富

谷
町
立
明
石
台
小
学
校
の
一

般
備
品
購
入
の
契
約
案
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
机
や
い

す
等
の
多
く
の
備
品
は
、
東

向
陽
台
小
学
校
で
使
わ
れ
て

い
た
も
の
を
、
明
石
台
小
学

校
に
移
し
、
不
足
分
を
購
入

す
る
も
の
で
す
。

　

議
員
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

契
約
の
方
法

　

一
般
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

　

（
株
）
ミ
ヤ
ッ
ク
ス

契
約
金
額

　

４
０
４
８
万
円

　

教
育
委
員
会
委
員
は
、
定

数
が
５
人
の
と
こ
ろ
、
２
人

が
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

出
川
敦
子
さ
ん
（
明
石
台
）

を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
４

年
で
、
平
成　

年　

月　

日

３０

１２

１１

ま
で
で
す
。

明石台小学校
一般備品購入

総合運動場条例の一部改正

教育委員会委員に

 出  川  敦  子 さん
で がわ あつ こ
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定 例 会 

　

森
栄
議
員
は
、
昨
年
７
月

に
自
宅
に
て
負
傷
し
、
救
急

車
で
黒
川
病
院
に
搬
送
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
黒
川
病
院
で
、
森
議

員
が
泥
酔
状
態
で
医
師
等
に

暴
言
を
吐
い
た
と
さ
れ
た
こ

と
等
に
つ
い
て
の
調
査
を
す

る
た
め
、
富
谷
町
議
会
基
本

条
例
第
３
条
第
３
項
に
抵
触

す
る
こ
と
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
（
略
称：

議
員
倫

理
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
特
別
委
員
会
は
、
新

聞
報
道
等
の
真
偽
を
確
か
め

る
た
め
に
、
森
議
員
本
人
、

黒
川
病
院
や
黒
川
消
防
署
な

ら
び
に
教
育
委
員
会
の
関
係

者
か
ら
の
事
情
聴
取
な
ど
が

行
わ
れ
、
平
成　

年　

月　

２６

１１

１９

日
に
調
査
特
別
委
員
会
の
調

査
報
告
書
が
議
長
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
で
は
、
新
聞
報

道
に
あ
っ
た
黒
川
病
院
で
森

議
員
が
暴
言
を
吐
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
そ
の
時
は

泥
酔
状
態
で
、
病
院
の
診
療

行
為
を
妨
害
し
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
公
職
に
あ
る

者
と
し
て
、
社
会
へ
与
え
る

影
響
は
極
め
て
大
き
い
も
の

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
酩
酊
状
態
と
思
わ

れ
る
内
容
の
電
話
や
、
他
者

に
な
り
す
ま
し
た
メ
ー
ル
の

発
信
な
ど
、
森
議
員
の
道
義

的
責
任
は
免
れ
な
い
と
、
調

査
特
別
委
員
会
は
結
論
付
け

ま
し
た
。

　

調
査
特
別
委
員
会
の
調
査

結
果
の
報
告
を
受
け
、
森
栄

議
員
の
行
動
は
議
員
と
し
て

あ
る
ま
じ
き
も
の
で
あ
る
と

し
て
、
全
会
一
致
で
森
栄
議

員
の
辞
職
勧
告
を
決
議
し
ま

し
た
。

森栄議員に
辞職勧告

　本年７月22日の深夜１時頃、自宅において負傷したと
して、自ら黒川消防署へ救急出動を要請した森栄議員は、
搬送先である公立黒川病院において、泥酔状態で医師等
に暴言を吐くなど、正常な医療行為を妨害した。
　また、教育長、議会事務局職員等を誹謗中傷するよう
な強圧的かつ品位に欠ける内容の電話やメールを送り、
さらには、外部の公的機関に対して支援者を騙（かた）っ
たなりすましメールを送るなど、範を示すべき立場にあ
る者として、甚だ常識に欠ける行為に及んだ。
　８月９日付け河北新報　朝刊　社会面に「宮城・富谷
町議、病院で暴言？」なる記事が掲載された後、森議員
本人へ弁明の機会を与えたが、記事内容を否定し、病院
等の関係者を刑事告訴することにまで言及していた。
　富谷町議会は、９月２日に議員倫理に関する調査特別
委員会を設置して、本人弁明と診療記録等の内容を比較
調査するとともに、参考人を招致して証言、意見等を徴
するなど本件に係る真偽を精査してきた。
　その結果、当委員会としては、森議員本人の弁明は虚
偽であり、新聞報道内容が正しいと判断するに至った。
　森議員本人も最終的にはそのことを認めたものの、度
重なる新聞報道により、町内外に好ましからざる印象を
与え、富谷町議会ひいては富谷町全体に対する信用を著
しく失墜させた。
　公職にある者としてその責任は極めて大きく、また、
尊い人命を預かる救急医療従事者の士気にも著しい悪影
響を与えるなど、社会的・道義的責任は決して看過でき
るものではない。
　このことは、公職者としての自覚と、高い倫理性の保
持を規定している富谷町議会基本条例第３条第３項に抵
触することとなることから、森栄議員は、調査特別委員
会の調査結果と結論を重く受け止め、町議会議員の職を
辞するよう富谷町議会として強く勧告するものである。
　平成26年12月２日

富谷町議会

森栄議員に対する議員辞職勧告決議

日　時：平成27年３月26日（木）　午後６時30分～８時30分
会　場：東向陽台公民館２階研修室
　昨年度は議会報告会を開催しましたが、26年度は町民の皆さまと議員との意見交換会を開催することにいたし

ました。

　今回の意見交換会は、富谷町の市制移行について、これまでの取り組みの報告ならびに町民の皆さまから市制

にあたってのご意見等をお聞きすることを主な内容としています。

　多くの町民の皆さまのご参加をお待ち申し上げます。

町民の皆さまと議員との
意見交換会を開催します
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第４回定例会（12/2～12/5）　議案採決結果一覧

提
案
者

浅
野　

幹
雄

相
澤　
　

榮

渡
邊　

俊
一

磯
前　
　

武

永
野　

久
子

佐
藤　

聖
子

細
谷　
 

二

小
川　

昌
義

山
路　

清
一

佐
藤　

克
彦

三
浦　

邦
夫

安
住　

稔
幸

浅
野　

直
子

小
泉　
　

光

�
橋　

正
俊

出
川　

博
一

菅
原　

福
治

森　
　
　

栄

議決結果
反　

対

賛　

成
議　　　　　案

町
長
提
案

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
富谷町新型インフルエンザ等対策本部
条例の制定

第
４
回
定
例
会

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部改正

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
富谷町教育委員会教育長の給与、勤務
時間その他の勤務条件に関する条例の
一部改正

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017職員の給与に関する条例の一部改正

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
富谷町特別職給料等審議会条例の一部
改正

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町国民健康保険条例の一部改正

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町総合運動場条例の一部改正

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成26年度富谷町一般会計補正予算
（第６号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町国民健康保険特別会
計補正予算（第３号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町下水道事業特別会計
補正予算（第２号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町介護保険特別会計補
正予算（第３号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町後期高齢者医療特別
会計補正予算（第２号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町水道事業会計補正予
算（第２号）

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
平成２６年度富谷町立明石台小学校一般
備品購入

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町道路線の廃止

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017富谷町道路線の認定

－－－－－－－－－－－－－－－－－－原案同意314
富谷町固定資産評価審査委員会委員の
選任につき同意を求めること

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
宮城県市町村自治振興センター規約の
変更

－－－－－－－－－－－－－－－－－－原案同意017
教育委員会委員の任命につき同意を求
めること

－○○○○○○○○○○○○○○○○○原案可決017
専決処分の承認を求めること（平成26
年度富谷町一般会計補正予算（第５
号））

議
員
提
案

－○○○○○○○○○○○○○○○○除
斥原案可決016

森栄議員に対する議員辞職勧告決議
（案）

○賛成　　×反対　 
※議長（浅野幹雄）は採決に加わりません。 
※「富谷町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること」及び「教育委員会委員の任命につき同意を求めること」に
ついては、無記名投票のため各議員の賛否は把握できません。
※除斥とは…議員は公正な立場で審議にあたるべきで、一身上に関する事件の場合は、その審議に加わらない。
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 出川　博一 議員　 10p
　「私は男ですのでわかりません」との発言は
　小学校敷地内での放課後児童クラブ開設は
　子育て支援複合施設整備の事業費は

 磯前　　武 議員　 11p
　旧役場庁舎の整備計画を早急にお示し下さい
　明石台東公園の中にトイレを整備せよ

 菅原　福治 議員　 10～11p
　大学誘致で、生涯を完結できる町づくりを
　安倍総理が掲げる「地方創生」に町の対応は

 森　　　栄 議員　 12p
　多文化共生社会推進計画の課題と対策は

 山路　清一 議員　 13p
　富谷町の町営住宅を問う
　富谷町の町道補修等を問う

 小川　昌義 議員　 12～13p
　後期計画、議会に説明したか
　小型除雪機の配備先と管理は
　介護対策で敬老乗車証を

 永野　久子 議員　 14p
　子どもの貧困対策として就学援助拡充を
　なぜ副町長を活用しないのか

 渡邊　俊一 議員　 15p
　富谷ジャンクションフル化について問う

 浅野　直子 議員　 14～15p
　高齢者・若者支援に交通費補助の拡充を

 三浦　邦夫 議員　 16p
　富谷町教育委員会の現状について
　富谷町恩師・恩人の日の条例制定の意味は
　市制施行記念　第１回富谷町マラソン大会を

 小泉　　光 議員　 17p
　消防力強化、素案は承認か
　ＩＴ活用で進めよ住民協働

 �橋　正俊 議員　 16～17p
　町道穀田線の今後について
　若生町政３期目に目指すものは

 佐藤　聖子 議員　 18p
　保育所申し込み　半数しか入所できないのでは
　マイナンバー制度　メリットは何か

 相澤　　榮 議員　 19p
　どう進める男女共同参画計画
　本町小中学校のいじめと不登校の実態は

 安住　稔幸 議員　 18～19p
　児童の放課後等の居場所づくりを
　公共施設等の総合管理計画の策定を

一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般質質質質質質質質質質問問問問問問問問問問一般質問

町町町町町町町町町町
政政政政政政政政政政
をををををををををを
問問問問問問問問問問
うううううううううう

町
政
を
問
う

各
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
概
要
を
、　

ペ
ー
ジ
か
ら

１０

　

ペ
ー
ジ
ま
で
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

１９詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

人
が
一
般
質
問

１５
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出川出川 博一博一
議 員議　員

　

今
回
、
東
北
へ
の
医
学
部

新
設
に
、
東
北
薬
科
大
学
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
大
学
の
効

菅原菅原　福治福治
議 員議　員

 
問 
「
私
は
男
で
す
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
」

と
の
発
言
は

答　

口
が
滑
っ
た
と
い
う
事
で

お
わ
び
し
ま
す

 
問 
大
学
誘
致
で

生
涯
を
完
結
で
き
る
町
づ
く
り
を

答　

薬
科
大
医
学
部
新
設
の

申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る

問
題
で
は
」
と
の
質
問
へ
の

町
長
答
弁
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
録
画
配
信
で
全

問　

こ
の
発
言
は
、「
役
場
の

女
性
職
員
の
生
理
休
暇
が
３

年
間
取
得
さ
れ
て
い
な
い
が
、

その他の
質　　問

問 
子
育
て
支
援
複
合
施
設
整
備
の

事
業
費
は

答 
本
体
工
事
・
太
陽
光
設
備
工
事
を
含
め

約　

億
円 

１５

国
か
ら
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。
富
谷
町
の

町
民
に
と
っ
て
、
恥

ず
か
し
く
あ
ぜ
ん
と

す
る
、
町
民
を
不
幸

に
す
る
発
言
と
思
い

ま
す
が
。

答　

す
べ
て
甘
受
し

ま
す
。

問　

町
民
の
半
分
は

女
性
で
す
。「
男
だ

か
ら
わ
か
ら
な
い
」

と
は
、
そ
の
女
性
を

切
り
捨
て
る
、
町
民

の
半
分
の
思
い
を
わ

か
ろ
う
と
し
な
い
、
町
民
を

侮
辱
す
る
発
言
と
は
思
い
ま

せ
ん
か
。

答　

侮
辱
と
い
う
認
識
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問　

学
校
教
育
と
生
涯
学
習

も
担
当
し
、
全
て
の
町
民
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
教
育

委
員
会
で
す
。
委
員
２
人
欠

員
の
現
状
は
、
町
民
の
こ
と

を
考
え
て
い
な
い
行
政
運
営

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

そ
の
よ
う
な
認
識
は
持

ち
合
わ
せ
ま
せ
ん
。

問　

町
民
は
町
長
、
副
町
長
、

教
育
長
の
い
わ
ゆ
る
三
役
が

協
議
し
、
町
政
運
営
し
て
い

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
長

の
指
示
で
、
教
育
長
が
町
政

運
営
の
重
要
な
会
議
か
ら
外

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
町
民

に
と
っ
て
不
利
益
で
不
幸
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

そ
う
い
う
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
。

問　

新
た
な
犠
牲
者
を
出
さ

な
い
た
め
に
、
あ
え
て
質
問

し
ま
す
が
、
町
長
自
ら
の
叱

責
に
よ
る
人
事
異
動
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
。

答　

そ
の
よ
う
な
人
事
異
動

の
経
緯
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

その他の
質　　問

問 
小
学
校
敷
地
内
で
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
は

答 
東
向
陽
台
・
成
田
東
・
富
ケ
丘
・

あ
け
の
平
で
準
備
中 

　▲  富谷町役場

　▲  東北薬科大学

果
は
生
涯

学
習
の
拠

点
と
し
て

の
子
ど
も

た
ち
の
学

習
向
上
に

つ
な
が
り

ま
す
。
同

大
学
の
所

有
地
が
あ

る
町
と
し

て
の
対
応

を
、
町
長

に
質
問
し

ま
す
。

問　

大
学

誘
致
に
よ
り
、
大
学
と
総
合

病
院
双
方
の
整
備
に
も
つ
な

が
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
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磯前 武磯前　武
議 員議　員

づ
く
り
と
、
町
民
の
福
祉
の

向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
の
中

で
大
き
な
課
題
に
、
旧
役
場

庁
舎
の
整
備
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
役
場
庁
舎
は
、
平
成

　

年
に
旧
庁
舎
よ
り
移
転
し
、

１５約　

年　

カ
月
を
経
て
現
在

１１

１１

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
旧
庁

舎
の
整
備
計
画
を
早
急
に
示

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

問　

旧
役
場
庁
舎
の
整
備
計

画
を
お
示
し
下
さ
い
。

答　

こ
れ
ま
で
の
間
、
旧
庁

舎
及
び
敷
地
利
活
用
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、
十
分
協
議

検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
解
体
設
計
業
務
を
委
託

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
実
際
の

解
体
工
事
は
平
成　

年
度
事

２７

業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

問　

富
谷
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
の
建
設
要
望
書
が

出
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
を
受
け
シ
ル
バ
ー

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
及
び
町
の
民

俗
ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
業
も
一
緒

に
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
今
後
の
建
設
計
画

に
つ
い
て
お
示
し
下
さ
い
。

答　

さ
ら
地
に
し
た
後
の
活

用
を
考
え
、
地
元
の
皆
さ
ん

や
シ
ル
バ
ー
関
係
者
を
含
め

た
皆
さ
ん
で
構
成
す
る
、
新

た
な
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た

中
で
、
間
も
な
く
準
備
に
入

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

明
石
台
東

地
区
の
住

環
境
の
整

備
を
展
開

し
、
成
果

を
上
げ
て

い
ま
す
。

　

今
後
は

市
制
移
行

を
視
野
に
、

自
立
し
た

５
万
人
都

市
に
つ
な

が
る
施
策

　

町
長
は
、「
教
育
満
足
度

日
本
一
」
を
政
策
の
根
幹
に

据
え
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、

高
屋
敷
工
業
団
地
の
造
成
・

企
業
誘
致
の
促
進
に
よ
り
雇

用
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 
問 

旧
役
場
庁
舎
の
整
備
計
画
を

早
急
に
お
示
し
下
さ
い

答　

解
体
工
事
の
後

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
等
を
検
討
す
る

　▲  旧役場庁舎とシルバー人材センター

問　

明
石
台
東
公
園
に
ト
イ

レ
の
整
備
を
求
め
る
多
数
の

町
民
の
声
が
あ
り
ま
す
が
。

答　
　

年
度
の
事
業
と
し
て

２７

早
期
に
設
置
を
し
ま
す
。

 
問 

明
石
台
東
公
園
の
中
に

ト
イ
レ
を
整
備
せ
よ

答　

平
成　

年
度
に
早
期
設
置
す
る

２７

　

全
国
的
な
人
口
減
少
の
流

れ
の
中
で
、
余
力
の
あ
る
う

ち
に
手
を
打
つ
こ
と
が
地
方

創
生
の
考
え
方
と
思
い
ま
す
。

問　

「
創
生
計
画
」に
対
し
て

の
町
の
受
け
止
め
方
と
、
仕

上
げ
の
意
気
込
み
、
本
気
度

を
質
問
し
ま
す
。

答　

大
い
に
望
む
と
こ
ろ
で

あ
り
、
富
谷
町
と
て　

年
後

３０

は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
ト

レ
ン
ド
で
あ
り
、
本
腰
を
入

れ
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　

国
は
、
す
ば
ら
し
い
自

治
体
に
は
補
助
金
を
出
す
予

定
で
す
。
獲
得
の
意
気
込
み

と
推
進
体
制
に
つ
い
て
質
問

し
ま
す
。

答　

い
か
に
町
に
国
費
を
引

き
寄
せ
る
か
、
い
い
チ
ャ
ン

ス
を
逃
す
こ
と
な
く
、
全
庁

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
を
お
約
束
し
ま
す
。
推
進

体
制
は
、
国
と
県
と
の
連
携

に
尽
き
ま
す
。

 
問 
安
倍
総
理
が
掲
げ
る「
地
方
創
生
」に

町
の
対
応
は

答　

全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
組
む
こ
と
を

約
束
し
ま
す

考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

医
学
部
設
置
は
厳
し
い

環
境
で
す
が
、
非
常
に
魅
力

が
あ
り
、
ま
た
い
い
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
、
誘
致
が
か
な
う

よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

問　

こ
れ
ま
で
薬
科
大
誘
致

に
、
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け

を
行
っ
た
か
、
ま
た
産
・
官
・

学
の
連
携
に
つ
い
て
は
。

答　

医
学
部
設
置
に
合
わ
せ

て
、
富
谷
町
へ
の
医
学
部

キ
ャ
ン
パ
ス
誘
致
の
申
し
入

れ
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は

大
学
側
の
進
み
具
合
を
注
視

し
て
い
ま
す
。
産
・
官
・
学

の
連
携
は
、
交
流
を
深
め
な

が
ら
共
同
研
究
を
進
め
ま
す
。
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小川小川 昌義昌義
議 員議　員

森 栄森　　栄
議 員議　員

「
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を

 
問 

多
文
化
共
生
社
会
推
進
計
画
の

課
題
と
対
策
は

答　

総
合
計
画
に
基
づ
き

引
き
続
き
継
続
強
化
し
ま
す

　

宮
城
県
で
は
、
平
成　

年
１９

７
月
に
、
全
国
で
初
め
て

制
定
し
て
、

「
外
国
人
県

民
と
と
も
に

取
り
組
む
地

域
づ
く
り
」

と
「
外
国
人

県
民
の
自
立

と
社
会
活
動

参

加

の

促

進
」
を
基
本

方
針
に
掲
げ
、

多
文
化
共
生

の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い

ま
す
が
、
本

町
の
取
り
組

み
を
質
問
し
ま
す
。

問　

本
町
の
在
留
外
国
人
数

と
国
籍
別
の
推
移
は
。

答　
　

年　

月
末
の
人
数
は

２６

１０

１
３
６
人
で
、
上
位
は
韓
国

の　

人
と
中
国
の　

人
で
す
。

６１

３０

推
移
は
、
震
災
前
に
比
べ　
１８

人
の
増
加
で
、
国
別
で
は
３

カ
国
増
で
す
。
外
国
人
の
割

合
は
、
約
０
・　

％
で
す
。

２５

問　

多
文
化
共
生
施
策
の
実

現
の
た
め
の
体
制
整
備
は
。

答　

多
文
化
の
国
際
交
流
や

小
中
学
校
外
国
語
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

派
遣
な
ど
、
総
合
計
画
に
基

づ
い
た
取
り
組
み
を
、
引
き

続
き
継
続
、
強
化
し
ま
す
。

問　

災
害
時
等
に
お
け
る
多

言
語
情
報
の
提
供
、
医
療
機

関
や
保
健
・
福
祉
分
野
の
情

報
の
多
元
化
の
推
進
を
、
今

後
ど
う
進
め
ま
す
か
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
英
語

版
で
対
応
し
た
い
で
す
。

問　

多
文
化
共
生
事
業
で
は
、

町
内
会
や
市
町
村
が
実
施
す

る
各
種
事
業
へ
の
参
加
促
進
、

防
災
訓
練
へ
の
参
加
や
防

災
・
防
犯
に
関
す
る
啓
発
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
外
国

人
と
地
域
住
民
の
連
携
推
進

の
対
応
は
。

答　

大
事
な
指
摘
で
す
。
災

害
時
の
外
国
人
向
け
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
課
題
と
し
て
継

続
し
て
い
ま
す
。
特
に
災
害

発
生
時
に
お
け
る
正
確
な
情

報
伝
達
や
、
円
滑
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
、
対
策
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
英

語
に
よ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
の
積
極
的
な
活
用
・
提
供

が
、
今
後
必
要
で
す
。

問　

多
様
な
外
国
人
に
対
す

る
環
境
整
備
を
今
後
、
ど
う

図
り
ま
す
か
。

答　

ニ
ー
ズ
を
調
査
し
な
が

ら
適
時
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問　

外
国
人
住
民
の
子
育
て

支
援
や
教
育
の
学
習
支
援
の

取
り
組
み
は
。

答　

必
要
に
応
じ
て
適
宜
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

問　

後
期
計
画
策
定
で
、　

２５

年
度
に
総
合
計
画
審
議
会
の

予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
が

開
催
し
ま
し
た
か
。

答　

審
議
会
は
開
催
し
て
い

ま
せ
ん
。

問　

町
の
広
報
に
計
画
に
つ

い
て
掲
載
し
て
い
な
が
ら
、

議
会
に
説
明
し
ま
し
た
か
。

答　

十
分
な
情
報
提
供
を
し

て
い
ま
せ
ん
。

問　

後
期
計
画
で
あ
っ
て
も
、

予
算
に
関
係
す
る
も
の
で
あ

り
、
議
会
に
説
明
す
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

指
摘
さ
れ
た
点
は
真
摯

に
受
け
止
め
て
改
善
し
て
い

き
ま
す
。

 
問 

後
期
計
画議

会
に
説
明
し
た
か

答　

十
分
な
情
報
提
供
し
て
い
な
い
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山路山路 清一清一
議 員議　員

 
問 

富
谷
町
の
町
営
住
宅
を
問
う

答　

市
制
に
向
け
た

新
た
な
市
営
住
宅
の
建
設
は
し
な
い

　

代
７
戸
、　

代　

戸
、　

２０

３０

２２

４０

代　

戸
、　

代　

戸
、　

代

１９

５０

１５

６０

　

戸
で
す
。

３７問　

募
集
は
い
つ
頃
で
す
か
。

答　

空
き
家
の
状
況
を
み
な

が
ら
春
と
秋
ご
ろ
で
す
。

問　

募
集
広
告
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
ま
す
か
。

答　

広
報
と
み
や
と
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
し
て
い
ま
す
。

問　

新
た
な
建
設
に
つ
い
て
、

今
後
の
考
え
は
。

答　

大
き
く
町
営
住
宅
に
つ

い
て
か
じ
を
切
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

答　
　

戸
、

１００

満
室
で
す
。

問　

入
居

者
は
何
人

か
。

答　

入
居

者
数
は
２

５
1
人
、

う
ち
未
成

年
者
は　
７７

人
で
す
。

問　

世
帯

主
の
構
成

は
。

答　

現
在
、

　

町
営
住
宅
は
西
沢
住
宅
等

４
カ
所
に　

戸
あ
る
が
、
関

１００

連
項
目
も
含
め
質
問
し
ま
す
。

問　

現
在
の
入
居
状
況
は
。

問　

２
月
の
大
雪
か
ら
の
反

省
で
、
今
後
の
対
策
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　

交
差
点
、
門
前
の
除
雪

対
応
と
、
大
雪
の
場
合
の
排

雪
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

問　

小
型
除
雪
機
６
台
の
配

備
先
と
管
理
は
、
ど
の
よ
う

な
体
制
で
行
う
予
定
で
す
か
。

答　

通
学
路
を
中
心
に
、
小

学
校
区
周
辺
で
業
者
が
対
応

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
問 

小
型
除
雪
機
の

配
備
先
と
管
理
は

答　

小
学
校
区
単
位
に
配
置
し管

理
委
託

問　

住
民
か
ら
の
苦
情
は
あ

り
ま
す
か
。

答　

時
々
あ
る
が
、
即
時
対

応
、
現
状
回
復
し
て
い
ま
す
。

問　

全
面
改
修
の
基
準
は
あ

り
ま
す
か
。

答　

基
準
は
な
い
が
、　

年
２７

の
全
面
改
修
予
定
路
線
は
三

ノ
関
か
ら
二
ノ
関
、
宮
床
に

通
じ
る
路
線
で
す
。

問　
　

年
度
の
道
路
舗
装
補

２６

修
費
は
い
く
ら
で
す
か
。

答　

舗
装
・
補
修
費
は
1
億

７
５
０
０
万
円
で
す
。

問　

震
災
復
興
工
事
用
車
両

に
よ
る
、
舗
装
面
の
損
傷
は

あ
り
ま
す
か
。

答　

ダ
ン
プ
等
、
大
型
車
両

に
よ
る
損
傷
状
況
を
み
て
対

処
し
て
い
ま
す
。

問　

国
道
４
号
日
吉
台
入
口

か
ら
熊
谷
小
野
線
の
点
検
結

果
を
質
問
し
ま
す
。

答　

陥
没
段
差
な
く
、
ひ
び

割
れ
率　

％
で
比
較
的
良
好

４０

で
す
。

 
問 

富
谷
町
の
町
道
補
修
等
を
問
う

答　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
は

月
一
回
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

　▲  町営住宅

問　

第
６
期
介
護
保
険
制
度

改
正
に
つ
い
て
、
町
の
シ
ス

テ
ム
改
修
を
含
め
た
対
応
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

答　

全
市
町
村
実
施
は
平
成

　

年
度
で
、　

年
度
は
１
月

２９

２６

に
、　

年
度
は
４
月
に
随
意

２７

契
約
で
行
い
ま
す
。

問　

介
護
予
防
対
策
と
し
て
、

敬
老
乗
車
証
、
町
民
バ
ス
運

行
路
線
拡
大
な
ど
を
考
え
て

い
ま
せ
ん
か
。

答　

乗
車
証
の
経
費
は
１
億

1
５
０
０
万
円
程
度
で
す
が
、

実
施
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
バ
ス
の
経
路
変
更
も
事

業
者
と
の
関
係
で
難
し
い
で

す
。

 
問 

介
護
対
策
で
敬
老
乗
車
証
を

答　

従
前
の
考
え
か
ら
変
更
な
い
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ま
す
。

問　

規
模
は
違
っ
て
も
住
民

一
人
当
た
り
の
財
政
状
況
は

本
町
が
は
る
か
に
良
い
状
況

で
す
。
所
得
基
準
を
生
活
保

護
基
準
の　

〜　

倍
に
拡
大

1.3

1.5

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

そ
の
よ
う
に
す
れ
ば
補

助
を
受
け
ら
れ
る
方
が
増
え

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
生
活
保
護
法
を
基
準
に

す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ま
す
。

問　

制
度
の
お
し
ら
せ
配
布

回
数
を
増
や
す
考
え
は
。

答　

そ
の
点
は
前
向
き
に
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
問 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て

就
学
援
助
拡
充
を

答　
「
生
活
保
護
法
を
基
準
」
が

妥
当
と
考
え
ま
す

　

交
通
費
補
助
の
拡
充
に
よ

り
、
高
齢
者
の
社
会
進
出
に

よ
る
健
康
維
持
・
認
知
症
予

防
や
、
交
通
事
故
防
止
、
医

療
機
関
へ
の
通
院
支
援
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
や
若
者
の
路

線
バ
ス
や
地
下
鉄
の
利
用
料

の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
町

民
バ
ス
を
泉
中
央
ま
で
運
行

で
き
な
い
か
、
学
生
支
援
の

充
実
を
図
る
べ
き
で
す
。

問　

敬
老
乗
車
券
や
割
引
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
の
交
通
費
補
助

に
つ
い
て
、
町
の
見
解
を
質

問
し
ま
す
。

答　

現
状
、
町
民
バ
ス
の
運

行
で
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

交
付
事
業
に
は
至
る
状
況
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

問　

一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者

世
帯
、
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
な
ど
、
民
間
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
料
金
な
ど
の
負
担
が
大

き
い
と
の
訴
え
が
あ
り
ま
す

が
、
検
討
さ
れ
た
の
で
す
か
。

答　

福
祉
事
業
全
体
の
見
直

し
の
中
で
検
討
も
、
年
度
ご

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
結
論

は
出
な
い
状
況
で
す
。
高
齢

者
向
け
の
福
祉
事
業
費
に
さ

ら
に
上
乗
せ
す
る
の
は
不
可

能
で
す
。

問　

通
学
な
ど
で
バ
ス
料
金

が
高
額
の
た
め
、
学
都
仙
台

フ
リ
ー
パ
ス
の
よ
う
な
幅
広

い
支
援
は
で
き
な
い
の
か
町

の
見
解
を
質
問
し
ま
す
。

 
問 

高
齢
者
・
若
者
支
援
に

交
通
費
補
助
の
拡
充
を

答　

交
付
事
業
に
至
る
状
況
で
は
な
い

の
貧
困
は
、
本
町
に
お
い
て

も
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

問　

子
ど
も
の
貧
困
、
と
り

わ
け
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
世
帯

　

就
学
援
助
制

度
は
、
仙
台
市

と
比
べ
所
得
基

準
に
差
が
あ
り

す
ぎ
、
対
象
者

が
狭
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
格
差

解
消
が
必
要
で

は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

答　

仙
台
市
は

政
令
指
定
都
市

で
、
財
政
規
模

が
け
た
違
い
で

あ
り
、
比
較
は

難
し
い
と
考
え

 
問 

な
ぜ
副
町
長
を

活
用
し
な
い
の
か

答　

何
ら
意
図
的
な
云
々
は
あ
り
ま
せ
ん

問　

市
制
に
向
け
副
町
長
の

役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
せ
っ
か
く
選
ば
れ
た

副
町
長
を
十
分
に
活
用
し
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

答　

何
ら
意
図
的
に
云
々
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問　
　

月　

日
の
黒
川
郡
文

１１

２３

化
協
会
発
表
会
を
欠
席
し
た

首
長
は
富
谷
町
だ
け
で
し
た
。

な
ぜ
副
町
長
に
代
理
さ
せ
な

か
っ
た
の
で
す
か
。

答　

日
程
の
調
整
が
不
十
分

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

問　

副
町
長
は
そ
の
日
の
代

理
出
席
を
町
長
か
ら
要
請
さ

れ
ま
し
た
か
。

答　

そ
の
件
に
つ
い
て
、
お

話
が
出
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

問　

副
町
長
に
代
理
さ
せ
な

い
件
、
総
務
部
長
の
空
席
、

教
育
長
を
市
制
移
行
の
重
要

会
合
に
出
席
さ
せ
な
い
な
ど
、

市
制
に
向
け
一
丸
と
な
っ
て

や
っ
て
い
け
る
の
で
す
か
。

答　

十
分
前
向
き
に
進
め
ま

す
。
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答　

高
額
で
あ
る
と
の
頭
の

痛
さ
は
重
々
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
課
題
で
は
あ

り
ま
す
が
、
現
状
、
従
前
以

上
の
答
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

宮
城
交
通
と
の
連
携
を

図
り
、
補
助
事
業
、
子
ど
も

の
支
援
、
敬
老
乗
車
証
の
支

援
を
行
う
こ
と
で
、
路
線
バ

ス
の
増
便
や
宮
城
交
通
の
維

持
拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
認
識
は
な
い
の
で

す
か
。

答　

宮
城
交
通
は
民
間
会
社

で
す
の
で
、
確
か
に
そ
う
い

う
制
度
を
設
け
れ
ば
利
用
者

促
進
に
は
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。

問　

宮
城
交
通
と
の
連
携
を

図
り
、
交
通
費
補
助
の
拡
充

を
求
め
見
解
を
質
問
し
ま
す
。

答　

難
し
い
課
題
の
一
つ
で

す
。

 
問 

富
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
フ
ル
化

に
つ
い
て
問
う

答　

最
重
要
課
題
と
し
て

全
力
で
取
り
組
み
ま
す

か
ら
見
て
、
私
は
一
日
も
早

い
富
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の

フ
ル
化
を
強
く
要
望
す
る
一

人
で
す
。
フ
ル
化
に
よ
り
、

尚
一
層
我
が
町
の
発
展
に
結

び
つ
き
、
富
谷
市
制
へ
の
大

き
な
は
ず
み
と
な
り
ま
す
。

　

町
長
は
、
平
成　

年
２
月

２７

に
行
わ
れ
る
町
長
選
挙
に
３

期
目
へ
の
出
馬
を
表
明
し
、

そ
の
中
で
何
件
か
の
公
約
を

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

富
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
フ
ル

化
を
目
指
す
旨
を
公
約
と
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
選
後
ど
の

よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
、
富
谷

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
フ
ル
化
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て

い
か
れ
る
か
、
次
の
３
問
に

つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

問　

富
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

フ
ル
化
を
、
若
生
町
長
３
期

目
選
挙
の
重
要
公
約
の
一
つ

と
捉
え
て
良
い
で
す
か
。

答　

最
重
要
公
約
の
一
つ
と

捉
え
、
３
期
目
の
大
き
な
課

題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

問　

富
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

フ
ル
化
実
現
に
向
け
、
今
後

ど
の
よ
う
な
行
動
計
画
の
も

と
進
め
る
考
え
で
す
か
。

答　
　

月　

日
、
国
交
省
副

１１

２７

大
臣
に
富
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
フ
ル
化
に
つ
い
て
要
望
書

を
直
接
お
渡
し
し
、
理
解
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
国
交
省
事
務
方
、

河
川
国
道
事
務
局
、
国
会
議

員
の
皆
さ
ま
の
お
力
を
得
て
、

富
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
フ
ル

化
に
向
け
全
力
を
挙
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

我
が
町
の
発
展
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
富
谷

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
フ
ル
化
の

実
現
に
つ
い
て
、
必
要
な
要

件
・
課
題
は
何
が
考
え
ら
れ

ま
す
か
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
フ
ル

化
の
希
望
が
大
半
で
あ
り
、

地
域
の
声
や
要
望
、
利
用
者

増
が
実
現
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

整
備
さ
れ
、

富
谷
町
初

の
工
業
団

地
で
あ
る

高
屋
敷
工

業
団
地
へ

最
も
便
利

な
交
通
網

が
構
築
さ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し

東
北
道
へ

の
乗
り
降

り
が
で
き

な
い
現
状

　

富
谷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
完
成
し
、
県
内
沿
岸
部
の

三
陸
道
や
常
盤
自
動
車
道
か

ら
国
道
４
号
へ
の
高
速
網
が

　▲  富谷インターチェンジ
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問 

富
谷
町
教
育
委
員
会
の

現
状
に
つ
い
て

答　

さ
わ
や
か
な
教
育
委
員
会
の

運
営
を
し
て
い
き
た
い

 
問 

町
道
穀
田
線
の
今
後
に
つ
い
て

答　

整
備
計
画
は
当
然
あ
り
ま
す

度
日
本
一
を
目
指
す
富
谷
町

で
、
教
育
行
政
の
す
べ
て
を

統
括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

教
育
委
員
会
。
町
が
目
指
す

方
向
・
目
標
な
ど
、
ど
の
よ

う
に
町
長
と
相
談
し
、
町
全

体
と
し
て
進
め
て
き
て
い
る

の
か
、
教
育
長
の
今
ま
で
の

姿
勢
を
質
問
し
ま
す
。

問　

町
長
と
教
育
長
の
今
後

の
関
係
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

答　

今
後
、
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　

富
谷
町
の
い
じ
め
の
件

数
と
内
容
は
。

答　

平
成　

年
度
は
、
小
中

２５

学
校
合
計
で　

件
で
す
。
か

１５

ら
か
い
と
仲
間
外
れ
で
す
。

指
す
ま
ち
づ
く
り
、
町
長
の

施
政
は
ま
っ
す
ぐ
で
、
す
ば

ら
し
い
目
標
に
向
か
っ
て
町

　

「
笑
顔
輝
く
あ
っ
た
か
富

谷
」「
教
育
満
足
度
日
本
一
の

町
づ
く
り
」、
富
谷
町
の
目

　

今
、
我
が
町
で
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
明
石
台
小
学

校
建
設
は
、
順
調
に
進
ん
で

い
る
と
の
こ
と
で
安
心
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
市
制
移
行

の
た
め
の
準
備
、
高
屋
敷
工

業
団
地
造
成
工
事
に
伴
い
、

企
業
誘
致
の
問
題
、
ま
た
、

旧
庁
舎
の
解
体
後
の
利
用
問

題
な
ど
、
課
題
が
山
積
み
だ

と
思
い
ま
す
が
、
我
が
町
の

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

細
か
な
所
ま
で
気
配
り
が
な

さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
町
道
穀
田

線
に
は
課
題
が
あ
る
と
思
い
、

今
後
の
取
り
組
み
を
質
問
し

ま
す
。

問　

町
道
穀
田
線
の
歩
道
の

整
備
計
画
は
、
あ
り
ま
す
か
。

答　

当
然
あ
り
ま
す
。

問　

歩
道
の
工
事
が
、
な
ぜ

進
ま
な
い
の
で
す
か
。

答　

用
地
の
協
力
が
得
ら
れ

な
い
状
況
で
す
。

問　

地
権
者
に
対
し
て
、
ど

う
話
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

し
て
い
な
い
の
で
す
か
。

答　

地
権
者
は
お
二
方
で
、

事
情
を
察
し
な
が
ら
、
個
人

の
事
情
に
よ
り
接
触
で
き
な

い
問
題
も
あ
り
、
時
期
を
見

な
が
ら
お
願
い
す
る
よ
う
に

し
ま
す
。

問　

危
険
な
箇
所
だ
と
思
う

の
で
、
粘
り
強
く
交
渉
し
て

い
く
と
い
う
意
志
を
、
は
っ

き
り
示
せ
ま
せ
ん
か
。

答　

一
刻
も
早
く
、
お
二
方

か
ら
同
意
が
得
ら
れ
る
よ
う

全
体
で
邁
進
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
近
ご
ろ
、

富
谷
町
の
教
育
全
般

を
統
括
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
教
育
委
員

会
が
、
ぎ
く
し
ゃ
く

し
て
お
り
、
富
谷
町

の
教
育
は
こ
の
ま
ま

で
い
い
の
か
非
常
に

危
惧
し
て
い
ま
す
。

　

７
月　

日
の
教
育

２４

委
員
会
会
議
録
を
見

て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。
教
育
満
足

 
問 

富
谷
町
恩
師
・
恩
人
の
日
の

条
例
制
定
の
意
味
は

答　

自
分
を
支
え
て
く
れ
た

家
族
と
皆
様
に
感
謝
す
る
日

問　

両
親
に
感
謝
の
手
紙
を

出
す
絶
好
の
日
と
思
う
が
。

答　

小
中
学
校
に　

校
中
９

１２

校
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 
問 
市
制
施
行
記
念

第
１
回
富
谷
町
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

答　

１
回
限
り
か
そ
れ
と
も
継
続
か
も

含
め
検
討
し
た
い

問　

仙
台
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

の
実
行
委
員
会
も
、
最
初
は

非
常
に
難
し
か
っ
た
が
、
な

ん
と
か
皆
で
や
ろ
う
と
頑

張
っ
た
そ
う
で
す
。
富
谷
町

で
も
で
き
ま
せ
ん
か
。

答　

十
分
、
下
準
備
を
し
た

中
で
、
も
う
し
ば
ら
く
時
間

を
く
だ
さ
い
。
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小泉 光小泉　光
議 員議　員

防
力
強
化
案
が
示
さ
れ
、
協

議
会
の
確
認
と
し
て
、
本
案

は
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
も

の
か
と
の
質
問
に
対
し
、
理

事
長
は
素
案
で
あ
り
承
認
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

明
言
し
ま
し
た
。

問　

町
長
発
言
は
明
ら
か
に

勇
み
足
で
あ
り
、
町
民
を
惑

わ
せ
る
も
の
で
あ
る
の
で
発

言
の
訂
正
を
求
め
ま
す
。

答　

何
の 
齟  
齬 
も
な
い
の
で

そ 

ご

訂
正
し
ま
せ
ん
。

問　

発
言
で
町
民
を
惑
わ
せ

た
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

答　

そ
の
認
識
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問　

黒
行
理
事
会
未
承
認
の

事
案
を
、
承
認
し
た
と
発
言

し
た
と
こ
ろ
の
訂
正
を
求
め

ま
す
。

答　

訂
正
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

事
務
組
合

（
以
下
黒

行
）
の
理

事
会
で
そ

の
旨
を
承

認
さ
れ
た

と
答
弁
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、

平
成　

年
２６

　

月
末
に

１０開
か
れ
た

黒
行
の
議

員
全
員
協

議
会
で
消

　

町
長
は
、
平
成　

年
９
月

２６

議
会
で
同
僚
議
員
の
「
富
谷

消
防
署
の
整
備
計
画
は
」
と

の
質
問
に
対
し
、
平
成　

年
３１

度
富
谷
消
防
署
を
成
田
に
新

設
、
本
件
は
黒
川
地
区
行
政

　▲  黒川消防署　富谷出張所

 
問 

消
防
力
強
化
、
素
案
は
承
認
か

答　

何
の 
齟  
齬 
も
あ
り
ま
せ
ん

そ 

ご

 
問 

Ｉ
Ｔ
活
用
で
進
め
よ
住
民
協
働

答　

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

　

I
T
技
術
の
活
用
で
愛
知

県
半
田
市
で
は
、
住
民
が
道

路
の
陥
没
や
落
書
き
等
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
り
投
稿

し
ま
す
。
市
の
担
当
者
は
そ

の
情
報
を
も
と
に
直
ち
に
修

繕
を
発
注
し
、
迅
速
に
対
応

し
ま
す
。
当
町
も
取
り
入
れ

る
べ
き
と
考
え
質
問
し
ま
す
。

問　

行
政
の
目
が
届
き
に
く

い
不
具
合
を
、
住
民
と
の
協

働
で
素
早
く
解
決
で
き
る
の

に
、
導
入
の
意
欲
が
無
い
の

で
す
か
。

答　

課
題
が
あ
り
、
取
り
あ

げ
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

実
証
実
験
か
ら
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
の
気
概
は
無

い
の
で
す
か
。

答　

先
に
述
べ
た
と
お
り
で

す
。

 
問 

若
生
町
政
3
期
目
に
目
指
す
も
の
は

答　

今
後
の
方
向
性
を
含
め

内
容
を
精
査
し
て
い
ま
す

問　

2
期
目
に
や
り
残
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

答　

当
該
す
る
事
案
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問　

今
後
の
富
谷
町
の
方
向

性
は
ど
の
よ
う
に
し
ま
す
か
。

答　

最
大
の
課
題
、
市
制
移

行
実
現
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

努
力
し
ま
す
。

問　

歩
道
が
な
く
な
る
場
所

に
、
夜
、
赤
い
ラ
ン
プ
が
点

滅
す
る
ポ
ー
ル
を
立
て
る
対

策
を
考
え
て
は
ど
う
で
す
か
。

答　

十
分
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　▲  町道穀田線
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安住安住　稔幸稔幸
議 員議　員

佐藤佐藤 聖子聖子
議 員議　員

 
問 
保
育
所
申
し
込
み

半
数
し
か
入
所
で
き
な
い
の
で
は

答　

丁
寧
に
相
談
に
応
じ
る

験
・
活
動

を
行
う
こ

と
が
で
き

る
よ
う
に
、

総
合
的
な

放
課
後
対

策
を
講
じ

る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

問　

今
後

の
取
り
組

み
を
質
問

し
ま
す
。

答　

県
の

説
明
会
が

開
催
さ
れ

　

共
働
き
家
庭
等
の
児
童
に

限
ら
ず
、
す
べ
て
の
児
童
が

放
課
後
等
に
、
多
様
な
体

 
問 

児
童
の
放
課
後
等
の

居
場
所
づ
く
り
を

答　

県
の
説
明
会
を
待
っ
て

具
体
的
に
取
り
組
む

て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
待
っ
て

具
体
的
に
と
な
り
ま
す
。

み
取
り
下
げ
な
ど
で
丁
寧
に

相
談
に
応
じ
ま
す
。

問　

保
育
に
欠
け
る
子
ど
も

の
保
育
責
任
は
町
な
の
で
は
。

答　

そ
の
と
お
り
で
す
。

問　

企
業
の
参
入
余
地
を
残

さ
な
い
取
組
み
が
必
要
で
は
。

答　

児
童
福
祉
施
設
整
備
は
、

原
則
社
会
福
祉
法
人
が
行
う

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

保
育
料
の
引
き
下
げ
は
、

階
層
の
細
分
化
で
、
所
得
に

合
っ
た
も
の
に
す
べ
き
で
は
。

答　

最
高
額
は
現
行
維
持
、

階
層
は
増
や
し
ま
す
。

問　

保
育
の
平
等
性
か
ら
保

育
料
以
外
の
超
過
料
金
を
徴

収
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
。

答　

町
立
は
徴
収
し
な
い
方

向
で
、
私
立
は
連
携
を
密
に

し
て
適
正
に
進
め
ま
す
。

問　

家
庭
的
保
育
や
小
規
模

保
育
な
ど
も
保
育
士
が
保
育

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

研
修
す
る
こ
と
で
十
分

対
応
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

保
護
者
は
、
安
心
で
き
る

　

平
成　

年
度
か
ら
子
ど
も

２７

子
育
て
新
制
度
に
よ
り
保
育

施
設
で
の
子
ど

も
の
保
育
を

願
っ
て
い
ま
す
。

問　

入
所
申
し

込
み
数
は
。

答　

２
８
７
人

で
す
。

問　

入
所
可
能

人
数
は
1
4
1

人
で
あ
り
、
半

数
し
か
入
所
で

き
な
い
こ
と
に

な
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

答　

今
後
の
辞

退
者
、
申
し
込

　▲  放課後児童クラブ

 
問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

メ
リ
ッ
ト
は
何
か

答　

具
体
的
内
容
示
さ
れ
て
い
な
い

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

個
人
情
報
の
悪
用
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
等
危
険
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
認
識
は
。

答　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
等

が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
二
重

三
重
の
防
御
で
回
避
で
き
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

初
期
投
資
は
国
全
体
で

２
０
０
０
億
円
か
ら
３
０
０

０
億
円
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

富
谷
町
で
は
ど
う
で
す
か
。

答　

約
1
億
円
強
で
す
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

現
在
、
具
体
的
な
内
容

は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。



一 般 質 問

とみや議会だより No.168

2015年 （平成 27年）２月１日
19

相澤 榮相澤　榮
議 員議　員

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

放
課
後
子
供
教
室
の
一
体
的

実
施
で
、
町
の
現
状
は
。

答　

放
課
後
子
供
教
室
は
、

各
公
民
館
で　

回
以
上
の
事

５０

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
は
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
と
、
申
し
込
ん
で

い
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

問　

両
親
の
共
働
き
家
庭
で

は
、
そ
の
児
童
の
放
課
後
の

学
習
な
ど
が
大
事
と
思
い
ま

す
が
、
取
り
組
み
状
況
は
。

答　

公
民
館
に
来
た
児
童
は
、

ま
ず
宿
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
見

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
卓
球
と

か
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

問　

落
ち
着
い
て
勉
強
で
き

る
学
習
の
場
と
、
ほ
か
の
児

童
た
ち
が
活
動
す
る
場
は
、

別
々
の
場
所
が
必
要
で
、
ま

た
職
員
も
き
ち
ん
と
配
置
で

き
て
い
な
い
と
う
ま
く
い
か

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う

で
す
か
。

答　

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
が
必
要
で
す
。

 
問 

ど
う
進
め
る

男
女
共
同
参
画
計
画

答　

体
制
整
備
と
啓
発
に
努
め
ま
す

問　

Ｄ
Ｖ
等
、
暴
力
行
為
の

現
状
把
握
と
対
策
は
。

答　
　

件
を
把
握
、
支
援　

２１

１５

件
、
一
時
保
護
３
件
、
虐
待

防
止
連
絡
協
議
会
実
務
者
会

議
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に

よ
る
対
策
を
し
て
い
ま
す
。

問　

庁
舎
内
で
の
問
題
と
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
体
制
は
。

答　

把
握
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

体
制
を
整
え
、
予
防
啓
発
に

努
め
ま
す
。

に
よ
る
差
別
的
取

扱
い
を
受
け
な
い

こ
と
、
個
人
と
し

て
能
力
を
発
揮
す

る
機
会
が
確
保
さ

れ
、
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
こ
と
を
旨

と
し
て
い
ま
す
。

問　

女
性
の
た
め

の
施
策
の
取
り
組

み
は
。

答　

相
談
室
設
置

と
弁
護
士
の
配
置

で
対
応
し
て
い
ま

す
。

問　

男
女
共
同
参
画
の
基
本

的
な
考
え
方
は
。

答　

男
女
の
個
人
と
し
て
の

尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、
性
別

　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
策
定
に
よ
り
、
施
設
の

老
朽
化
の
度
合
い
や
維
持
管

理
費
用
が
予
測
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
施
設
の
修
繕
、

改
修
、
処
分
等
の
計
画
が
立

案
で
き
、
将
来
的
な
財
政
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問　

富
谷
町
の
計
画
策
定
を

質
問
し
ま
す
。

答　

策
定
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
、
検
討
に
入
っ
て
い

ま
す
。
平
成　

年
度
ま
で
に

２８

は
策
定
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

 
問 

公
共
施
設
等
の

総
合
管
理
計
画
の
策
定
を

答　

平
成　

年
度
ま
で
に
は

２８

策
定
で
き
る
と
思
い
ま
す

問　

現
状
と
原
因
の
把
握
を

し
て
い
ま
す
か
。

答　

い
じ
め
は
小
中
合
わ
せ

て　

件
で
、
学
校
や
関
係
機

１５
関
と
連
携
対
応
し
て
い
ま
す
。

問　

い
じ
め
問
題
と
暴
力
行

為
、
不
登
校
へ
の
影
響
は
。

答　

不
登
校
に
繋
が
る
原
因

の
一
つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

け
や
き
教
室
の
運
営
と

本
町
児
童
生
徒
の
利
用
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

不
登
校
対
策
と
し
て
黒

川
行
政
組
合
が
運
営
し
て
お

り
、
病
気
な
ど
の
理
由
以
外

で
長
期
欠
席
し
て
い
る
の
は

　

件
で
す
が
、
本
町
児
童
生

６４徒
の
利
用
者
は
９
人
で
す
。

開
所
時
間
は
９
時
か
ら　

時
１５

で
す
。

問　

い
じ
め
、
不
登
校
対
策

専
門
指
導
員
の
設
置
は
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

答　

設
置
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

県
か
ら
派
遣
職
員
さ
れ
た
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
各

中
学
校
に
1
人
、
小
学
校
の

拠
点
校
に
1
人
、
そ
の
ほ
か

に
町
と
し
て
教
育
相
談
員
、

心
の
相
談
員
を
雇
用
し
て
い

ま
す
。

 
問 

本
町
小
中
学
校
の
い
じ
め
と

不
登
校
の
実
態
は

答　

不
登
校
、
小
中
合
わ
せ
て　

件
６４
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よりよい町づくりのために 

しました しました しました 

各委員会で、

平成２６年９月から

平成２６年１２月までの

議会閉会中に

調査をしました。

◎
調
査
日　
　

月　

日

１０

２９

　

公
営
墓
地
で
あ
る
仙
台
市

の
い
ず
み
墓
園
と
、
七
ヶ
浜

町
の
蓮
沼
苑
の
状
況
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

　

い
ず
み
墓
園
は
、
自
然
な

環
境
の
中
で
の
新
た
な
墓
地

形
態
と
し
て
、
個
別
集
合
型

の
墓
地
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

理
想
的
な
墓
地
と
し
て
申
し

込
み
が
多
い
よ
う
で
す
。
委

員
か
ら
、
隣
接
す
る
町
と
し

て
富
谷
町
民
も
使
用
で
き
る

よ
う
、
墓
園
事
業
の
参
画
を

求
め
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

蓮
沼
苑
は
、
大
型
団
地
造

成
に
伴
い
必
要
性
が
浮
上
。

平
成
３
年
に
公
営
墓
地
計
画

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成

６
年
に
開
園
。
町
民
は
、
公

営
墓
地
は
町
の
自
慢
で
あ
る

と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

富
谷
町
と
し
て
も
、
市
制

を
目
指
す
中
で
人
口
も
ま
す

ま
す
増
え
続
け
、
さ
ら
に
は

高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、

今
後
も
町
民
の
墓
地
需
要
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

公
営
墓
地
整
備
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。

公営墓地の整備は
行政の責任で

調査先：仙台市「いずみ墓園」
七ヶ浜町「蓮沼苑」　

総
務
常
任
委
員
会

委 員 会 報 告 

総 務 常 任 委 員 会…町の財政、町税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…産業振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

補助金等調査特別委員会…補助金交付団体の運営について調査をします。

議員倫理に関する調査特別委員会…議員倫理に関することについて調査をします。

各委員会の説明
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回
遊
・
物
語
性
の
高
い
ま
ち

を
形
成
す
る
と
い
う
、
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
い
も
の
で
す
。

　

本
町
で
同
じ
規
模
で
の
取

り
組
み
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

し
ん
ま
ち
地
区
に
お
け
る
旧

宿
場
町
と
、
内
ヶ
崎
別
邸
、

県
内
最
古
の
蔵
元　

内
ヶ
崎

酒
造
店
等
を
テ
ー
マ
に
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
、

良
き
参
考
材
料
に
し
た
い
と

感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
で
平
成　

、
２４

　

年
度
に
緊
急
雇
用
創
出
交

２５付
金
（
約
３
５
０
０
万
円
）

を
活
用
し
て
実
施
し
た
、
観

光
資
源
発
掘
調
査
に
よ
り
収

集
し
た
多
く
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た

観
光
振
興
事
業
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

◎
調
査
日　
　

月
７
日

１１

　

松
山
市
の「
坂
の
上
の
雲
」

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ち
全

体
を
１
つ
の
屋
根
の
な
い
博

物
館
と
と
ら
え
、
松
山
城
が

中
心
の
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
、

そ
の
周
辺
の
道
後
・
三
津
浜

な
ど
重
要
な
史
跡
や
資
源
が

集
積
し
た
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

ゾ
ー
ン
、
点
在
し
て
い
る
拠

点
を
サ
テ
ラ
イ
ト
と
位
置
づ

け
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
、

１
２
０
万
人
を
超
え
て
い
る

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

富
谷
町
は
農
家
も
少
な
く
、

商
品
供
給
に
大
き
な
課
題
が

あ
る
た
め
、
道
の
駅
導
入
に

は
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
検
討
し
、

判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

◎
調
査
日　
　

月
６
日

１１

　

「
き
さ
い
や
広
場
」道
の
駅

は
、
地
域
特
産
品
の
販
売
施

設
に
、
屋
根
付
イ
ベ
ン
ト
広

場
や
特
産
品
の
真
珠
販
売

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
集
客
を

伸
ば
し
、
販
売
に
つ
な
げ
る

特
色
を
持
っ
た
施
設
で
す
。

　

農
産
物
は
Ｊ
Ａ
と
提
携
し

て
い
ま
す
が
、
海
産
物
は
漁

協
等
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
、

農
産
物
の
品
数
に
比
べ
て
海

産
物
が
少
な
く
、
地
方
特
有

の
難
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
の
仙
台
市
・
大

崎
市
・
北
海
道
当
別
町
と
提

携
、
特
産
品
を
幅
広
く
販
売

し
て
売
上
を
伸
ば
し
、
ま
た
、

高
速
道
路
延
伸
に
よ
り
集
客

数
が
当
初
の
倍
以
上
伸
び
、

年
間
売
上　

億
円
、
集
客

１０

多彩な施設により

売上10億円、集客数120万人

調査先：宇和島市「きさいや広場」

委 員 会 報 告 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

工夫が必要

観光資源の発掘

調査先：松山市役所
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委 員 会 報 告 

補
助
金
等
調
査
特
別
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

今
後
国
は
、「
医
療
か
ら

介
護
へ
」、「
施
設
か
ら
在
宅

へ
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
含

め
、
第
６
期
高
齢
者
福
祉
計

画
で
は
、
安
心
し
て
老
後
を

暮
ら
せ
る
体
制
を
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
が
問
わ

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

◎
調
査
日　
　

月　

日

１０

２９

　

富
ケ
丘
・
日
吉
台
圏
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
、
同

じ
敷
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設
「
杜
の
家
い
ち
い
」
な

ど
の
介
護
施
設
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

　

長
寿
福
祉
課
と
各
施
設
管

理
者
か
ら
、
体
制
と
運
営
状

況
、
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て

地
域
住
民
と
の
交
流
、
連
携

を
密
に
行
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

各
施
設
と
も
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
、
主
任
介
護
支
援
専

門
員
が
常
勤
で
１
人
い
ま
す

が
、
夜
間
緊
急
時
は
ケ
ア

ホ
ー
ム
「
い
ち
い
の
杜
」
で

体
制
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

安心できる老後のために

調査先：富ケ丘・日吉台圏地域
包括支援センター等　

補助金の

要綱・規則・趣旨の

徹底を

た
。
委
員
会
と
し
て
は
謝

罪
を
受
け
た
が
、
町
議
会

議
員
と
し
て
の
謝
罪
が
必

要
で
あ
る
。

・
当
該
事
案
に
つ
い
て
、
当

委
員
会
の
指
摘
を
受
け
町

当
局
が
対
応
し
た
が
、
今

後
は
規
則
等
に
照
ら
し
、

適
切
か
つ
早
急
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
。

②
補
助
金
を
使
っ
た
町
内
会

報
で
議
会
へ
の
誹
謗
中
傷

を
行
っ
た
調
査
に
つ
い
て

・
町
当
局
は
同
種
の
事
案
が

発
生
し
た
場
合
、
中
立
、

公
正
な
指
導
が
必
要
で
あ

る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
町
当

局
は
補
助
金
交
付
団
体
に
対

し
、
事
前
に
規
則
、
要
綱
等

の
趣
旨
、
内
容
を
周
知
徹
底

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

委
員
会
を
延
べ
８
回
開
催

し
、
最
終
報
告
書
を　

月　
１１

１９

日
、
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

報
告
書
の
主
な
内
容
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

①
補
助
金
が
特
定
の
議
員
の

議
会
広
報
に
利
用
さ
れ
た

調
査
に
つ
い
て

・
補
助
金
交
付
団
体
の
会
長

と
町
議
会
議
員
の
立
場
に

あ
る
者
が
、
同
一
で
あ
っ
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委 員 会 報 告 

議
員
倫
理
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

り
当
議
会
に
対
す
る
信
用
を

著
し
く
低
下
さ
せ
、
事
実
と

は
異
な
る
弁
明
を
行
う
な
ど
、

公
職
に
あ
る
者
と
し
て
社
会

へ
の
影
響
も
大
き
く
、
道
義

的
責
任
は
免
れ
な
い
と
の
結

論
に
達
し
、
全
会
一
致
で
辞

職
勧
告
決
議
案
提
出
を
決
定
、

議
長
あ
て
に
調
査
結
果
報
告

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

森
栄
議
員
が
、
負
傷
し
て

搬
送
さ
れ
た
黒
川
病
院
に
お

い
て
、
泥
酔
状
態
で
医
師
等

に
暴
言
を
吐
い
た
疑
い
、
及

び
教
育
委
員
会
や
議
会
事
務

局
に
、
強
圧
的
で
品
位
に
欠

け
る
電
話
や
メ
ー
ル
を
送
っ

た
事
案
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

各
種
開
示
文
書
、
招
致
参

考
人
の
証
言
等
を
比
較
判
断

し
た
結
果
、
森
議
員
が
泥
酔

状
態
で
暴
言
を
吐
く
等
、
診

療
行
為
を
妨
害
し
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

電
話
・
メ
ー
ル
は
、
酩
酊

状
態
で
の
行
為
で
、
役
場
の

公
序
を
乱
し
、
関
係
機
関
に

な
り
す
ま
し
メ
ー
ル
を
送
る

等
の
行
為
は
非
常
識
で
す
。

　

度
重
な
る
新
聞
報
道
に
よ

森栄議員の

新聞報道は事実

道義的責任は免れない

10月17日
【協議事項】
①議員定数について
　全議員から、議員定数について意見を聴取すること
になりました。

②議会報告会について
　　主に、市制移行について行うこととしました。

10月28日
【執行部からの説明要旨】
職員の懲戒処分について
　職員が酒気帯び運転で摘発された事案について、懲
戒処分を行った旨の説明がありました。

11月27日
【執行部からの説明要旨】
①富谷町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について
　国の新型インフルエンザ等対策特別措置法の制定に
伴う条例の制定を行うもので、国が新型インフルエン
ザ等緊急事態宣言を行ったときは、市町村が対策本部
を設置するというものです。
　また、「富谷町新型インフルエンザ等対策行動計画
の策定について」の骨子について説明がありました。

②富谷町放課後児童健全育成事業（富谷町児童クラブ）
の運営業務委託について
　放課後児童クラブの設備や運営基準を遵守し、ＮＰＯ

法人等の民間事業者への委託に関し、説明がありました。
　さらに施設設備について、放課後児童クラブがある
公民館までが遠距離であるもの及び１人あたりの生活ス
ペースが少ない施設の改善について、説明がありました。

12月２日
【協議事項】
森栄議員が11月27日の議員全員協議会を欠席したこと
について
　森議員に欠席について説明を求め、対応を協議しました。

12月16日
【執行部からの説明要旨】
副町長の辞職届について
　副町長からの辞職届の提出が新聞報道に至った経緯
について、町長より以下の説明がありました。
　議会最終日の12月５日17時半過ぎに、副町長から
退職申出書の書面が手渡されました。文面は、一身上
の都合により、平成26年12月25日で退職したいので
申し出ますとの内容でした。週明けの月曜日に、「最短
１カ月の自宅安静を要する」との診断書が届きました。
【協議事項】
①議員定数について
　　さらに協議をすることになりました。
②議会報告会について
　　３月開催に向け、内容等を協議しました。

議員全員協議会を開催しました議員全員協議会を開催しました
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昨
年　

月　

日
、
黒
川
地

１１

１４

方
町
村
議
会
連
絡
協
議
会
よ

り
、
町
村
議
会
議
員
在
職　
３０

年
以
上
と
し
て
、
永
野
久
子

議
員
が
特
別
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　

昨
年　

月　

〜　

日
、
全

１０

２１

２２

国
町
村
議
会
広
報
研
修
会

（
東
京
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
見
や
す
く
、

読
み
や
す
い
文
書
や
、
伝
わ

る
文
書
の
書
き
方
な
ど
の
講

義
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

広
報
紙
面
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎

知
識
や
写
真
の
見
方
な
ど
の

　

富
谷
町
議
会
の
議
員
定
数

に
つ
い
て
、
昨
年
の　

月　
１２

１６

日
の
議
員
全
員
協
議
会
で
協

議
し
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

昨
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
議

会
報
告
会
に
お
い
て
、
ご
意

見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
。
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
ご
意
見

を
伺
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
議
に
先
だ
ち
、

全
議
員
に
対
し
て
、
議
員
定

数
に
関
し
て
の
意
見
聴
取
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
協
議
を
行
う
こ
と
と

し
、
議
員
定
数
を
「
減
ら
す
」

「
増
や
す
」
ま
た
は
「
現
状

維
持
」
の
結
論
は
、
本
年
第

1
回
定
例
会
ま
で
に
決
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
定
数
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
ま
す

講
義
も
、
今
後
の
議

会
広
報
に
活
用
で
き

る
内
容
で
、
学
ぶ
点

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
議
会

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

受
け
、
本
町
の
議
会

だ
よ
り
は
大
変
良
く

で
き
て
い
る
が
、
レ

イ
ア
ウ
ト
や
色
使
い
、

文
章
内
容
な
ど
の
点

が
指
摘
さ
れ
、
今
後

の
課
題
も
把
握
で
き

ま
し
た
。

よりよい
紙面づくりを

目指して

陳 情 書陳　情　書

すべて議員配付となりました。

○横田めぐみさん拉致事件に関する陳情　 日本軍海兵隊より

○消費税増税の撤回を求める意見書提出を求める陳情書
仙台民主商工会より

○「労働の規制緩和を中止し、安定した雇用の実現を求める
意見書（案）」の政府及び関係機関に対する意見書採択の陳
情書　 宮城県春闘共闘会議より

○「解釈改憲による集団的自衛権行使容認決定の撤回を求め
る意見書（案）」の政府及び関係機関に対する意見書採択の
陳情書　 宮城県春闘共闘会議より

○地元企業育成に係る小規模事業者経営改善資金利子補給並
びに仙台市地下鉄鉄路北伸に関する要望書

くろかわ商工会より

○富谷町議会議員の定数を現在の20議席から２議席減の18
議席にするよう条例の改定をすること

白木敏夫・岡本精二より

○平成２８年度公立中学校使用「歴史・公民教科書」の採択に
関する陳情書

新しい歴史教科書をつくる会　宮城県支部より

委 員 会 報 告 

黒
川
地
方
町
村
議
会
連
絡
協
議
会

設
立　

周
年
特
別
表
彰

30

祝

永野久子 議員

宮
城
黒
川
地
方
町
村
議
会
議
長
会

自
治
功
労
表
彰

祝
　

昨
年　

月　

日
、
宮
城
黒

１１

１８

川
地
方
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
、
相
澤
榮
副
議
長
、
磯
前

武
議
員
、
山
路
清
一
議
員
、

佐
藤
克
彦
議
員
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
村
議
会
議
員
と
し
て　
１１

年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
功
労
が
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

佐藤克彦 議員

磯前　武 議員

山路清一 議員

相澤　榮 副議長

議会広報調査特別委員会
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利用する児童の小学校設置場所の形態

明石台小学校小学校校舎内

富ケ丘小学校、あけの平小学校、東向陽台小学校
成田東小学校

小学校敷地内
（プレハブ棟内）

富谷小学校（富谷中央公民館）、日吉台小学校（日吉台公民館）
成田小学校（成田公民館）

公民館内

小学校敷地内への児童クラブ設置が大きく前進
平成27年10月からの放課後児童クラブ設置場所（予定）

　

年
第
3
回
定
例
会

２６
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」
で
要
望
の
あ

る
、
富
ヶ
丘
小
学
校
、
成
田
東
小

学
校
に
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
の
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

問
利
用
す
る
皆
さ
ん
の
使
い
で
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
、
最
優
先
に
置

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

答
仮
称
明
石
台
小
学
校
に
、
新
た
に

児
童
ク
ラ
ブ
が
併
設
さ
れ
ま
す
が
、

今
後
、
他
の
小
学
校
ご
と
の
対
応

の
方
向
性
は
。

問 　

年
予
算
審
査
特
別
委
員
会

２６

小
学
校
に
初
め
て
児
童
ク
ラ
ブ
が

併
設
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
児
童
ク

ラ
ブ
を
モ
デ
ル
に
考
え
て
い
ま
す
。

答

　

年
第
3
回
定
例
会

25

成
田
東
小
学
校
児
童
は
、
成
田
公

民
館
の
ク
ラ
ブ
に
行
き
ま
す
。
保

護
者
は
、
学
校
に
近
い
場
所
を
要

望
し
て
い
ま
す
が
、
検
討
の
状
況

は
。

問
成
田
東
小
児
童
に
つ
い
て
は
、
空

き
教
室
利
用
を
検
討
し
ま
し
た
が
、

活
動
場
所
が
狭
い
、
保
護
者
の
駐

車
場
確
保
な
ど
の
問
題
で
、
そ
れ

以
上
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

富
谷
町
子
ど
も
子
育
て
支
援
計

画
の
中
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

答

　

年
第
4
回
定
例
会

２６

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
小
学
校
敷

地
内
併
設
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

問
明
石
台
小
学
校
開
校
と
同
時
に
設

置
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
そ
の
他
の

４
つ
の
小
学
校
に
お
い
て
も
、
校
地

内
で
の
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
に
向
け

て
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

答

　

議
員
が
定
例
会
や
予
算
・
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
行
っ
た
質
問
が
、
ど
う
町
づ

く
り
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
追
跡
し
ま
し

た
。　

年
第
1
回
定
例
会

25

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
成
田
東
小

学
校
、
仮
称
明
石
台
小
学
校
の
学

校
施
設
を
利
用
し
て
実
施
で
き
ま

せ
ん
か
。

問
成
田
東
小
学
校
は
児
童
減
少
期
に

入
り
ま
す
。
今
後
、　

年
ス
タ
ー

２７

ト
の
事
業
に
合
わ
せ
、
仮
称
明
石

台
小
の
開
校
時
を
視
野
に
入
れ
、

と
も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

答

放課後児童クラブの小学校敷地内での開設を

あの質問
 

　どうな
った 追跡 追跡 
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が
小
さ
い
子
を
自
然
に
い
た

わ
る
な
ど
、
互
い
に
学
び
合

え
る
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

「
健
康
で
意
欲
的
な
明
る

い
子
ど
も
」
を
保
育
目
標
の

柱
の
一
つ
と
し
、
開
所
時
か

ら
、
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
、
薄
着
と
運
動
遊
び
な

ど
の
健
康
保
育
に
家
庭
と
共

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
方
々
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
世
代
間
交
流

事
業
を
行
い
、
核
家
族
で
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
世
代
間
で
の

触
れ
合
い
を
通
し
て
、
思
い

や
り
や
温
か
み
の
あ
る
関
わ

り
を
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
回

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

感
性
を
育
み
、
知
的
好
奇

心
を
満
た
し
な
が
ら
、
の
び

の
び
と
過
ご
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

育
に
生
か
せ
る
よ
う
、
全
職

員
が
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も

の
一
日
を
見
守
り
な
が
ら
、

そ
の
日
の
様
子
を
保
護
者
に

知
ら
せ
て
い
ま
す
。
大
き
い

子
か
ら
小
さ
い

子
へ
の
「
伝
え

合
う
保
育
」
を

大
切
に
す
る
こ

と
で
、
全
員
が

兄
弟
姉
妹
の
よ

う
な
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
育
ち

が
見
ら
れ
ま
す
。

行
事
は
0
歳
か

ら
5
歳
ま
で
全

員
参
加
で
行
わ

れ
、
子
ど
も
に

人
気
の
「
夏
祭

り
」
や
「
お
店

屋
さ
ん
ご
っ
こ
」

も
、
大
き
い
子

　

富
谷
町
で
最
初
に

で
き
た
東
向
陽
台
保

育
所
は
、
春
に
は
庭

一
面
を
ピ
ン
ク
色
に

染
め
て
く
れ
る
大
き

な
桜
の
木
の
下
で
、

花
見
を
し
た
り
、
小

鳥
や
せ
み
と
戯
れ
た

り
、
虫
取
り
が
で
き

る
木
の
ぬ
く
も
り
の

あ
る
保
育
所
で
す
。

　

人
の
小
規
模
を
保

５５

　私たち家族が明石台に住んで

１年が経ちました。近くに知り

合いもいない一からの新生活の

スタートでしたが、ご近所や娘

の幼稚園、町内会のみなさんに

温かく迎えていただき、安心し

て過ごすことができています。

　富谷町は仙台市に近く、交通の面で便利でありながら、自然もたく

さんあるところが魅力だと思います。子育てをするなら、静かで安全

な場所がよいと考えていましたので、富谷町に住んで良かったと思っ

ています。

　今は、新しい小学校ができるほど、　子どもたちの数が増えていて

活気がある地域です。娘や息子にとってはこの富谷町が地元になるで

しょうから、大きくなってからもいい所だなと感じてもらえるような

場所になって欲しいと思います。この自然があり活気のある町の姿が、

今だけではなく30年後も40年後も続いてくれることを願っています。

まだ町の一部しか知らないので、これからもっと富谷町について知り

たいと思います。

������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������
������������������������

TM

Treadmark of American Soybean Association

環境に優しい大豆油インキを 
使用しています 再生紙を使用しています 
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み ん な の 広 場
　

躍
動
の
年
が
始
ま
り
ま
し

た
。
富
谷
町
も
、
い
よ
い
よ

市
制
移
行
へ
の
大
事
な
年
と

な
り
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
乙
未
で
す
。

「
未
」
の
字
は
、「
木
」
に
横

棒
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

枝
葉
が
栄
え
る
様
子
を
示
す

と
い
う
意
味
が
あ
る
よ
う
で

す
。

　

富
谷
町
の
発
展
の
た
め
に
、

私
た
ち
議
員
は
、
施
策
の
提

言
と
、
大
切
な
「
税
」
が
正

し
く
使
わ
れ
て
い
る
か
、
予

算
・
決
算
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

さ
ら
な
る
勉
強
と
努
力
を
重

ね
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
安
心

し
て
豊
か
な
一
年
を
暮
ら
せ

る
よ
う
働
い
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
広
報
紙
も
親

し
み
、
読
み
や
す
さ
を
追
求

し
、
委
員
会
活
動
や
議
会
報

告
、
追
跡
レ
ポ
ー
ト
な
ど
分

か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

広
報
委
員
一
同
、
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

広
報
委
員　

浅
野　

直
子

編編編編編編編編編編
集集集集集集集集集集
後後後後後後後後後後
記記記記記記記記記記

編
集
後
記

 丸  子  文彦 さん（明石台）
まる こ ふみひこ

富谷町フォーエバー


